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現在の本所・長野支所事務所（旧蔵春閣 ３F）（関連記事 Ｐ７）
〔平成13年２月１日の開所より18年目となりました、新事務
　所へ12月末までの移転を予定しています〕

事務所から長野市街地、根子岳（菅平高原）を望む

●主な内容
「日中植林・植樹国際連帯事業」で植樹指導を行いました【北部
支所】/破風高原の未立木地に植栽事業始まる【須高支所】/理事
会開催……２
第３回「長野セブンの森」活動を行いました【北部支所】/長野
県森林組合連合会北信木材センター　開設60周年記念・国産材
需要拡大特別市が開催されました……３
各支所・事業所特集【長野支所/西山支所/西山事業所/更埴支所/
鬼無里事業所】……４～５
フォレスト情報【第２回安全衛生推進員研修会開催/「ドゥレ生
協連合会（韓国）」の職員が来組/本所・長野支所事務所移転のお
知らせ/職場体験学習を行いました/平成30年度各種研修生名簿/
木材市況】……６～７
賦課金の徴収についてのお願い/組合からのお知らせ/年末年始の
ご贈答に、『安心安全な、きのこと山菜の加工品の詰合せ』はい
かがでしょうか/新人職員の紹介/人事異動/編集後記……８
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 「
日
中
植
林
・
植
樹
国
際
連
帯
事
業
」
で
植
樹
指
導

を
行
い
ま
し
た�

【
北
部
支
所
】

破
風
高
原
の
未
立
木
地
に
植
栽
事
業
始
ま
る【

須
高
支
所
】

　

９
月
21
日
㈮
、
信
濃
町
大
字
柏
原
の
民

有
林
で
、「
日
中
植
林
・
植
樹
国
際
連
帯

事
業
」
の
一
環
で
来
日
し
た
、
北
京
の
大

学
生
・
大
学
院
生
総
勢
65
名
に
よ
る
植
樹

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
日
本
へ
飛
来
す
る
黄
砂

等
の
中
国
の
環
境
問
題
へ
の
対
処
、
青
少

年
等
の
交
流
を
通
じ
た
環
境
及
び
防
災
意

識
の
啓
発
と
対
日
理
解
の
一
層
の
促
進
、

砂
漠
化
防
止
等
へ
の
貢
献
を
図
る
こ
と
な

ど
を
目
的
と
し
て
、
植
樹
活
動
を
は
じ
め
、

大
学
訪
問
、
環
境
・
防
災
に
関
す
る
セ
ミ

ナ
ー
や
関
連
施
設
の
視
察
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
視
察
、

地
方
都
市
の
視
察
等
を
通
じ
て
、
日
本
の

大
学
生
や
市
民
と
の
親
睦
を
深
め
、
日
本

に
つ
い
て
の
多
面
的
な
理
解
と
、
日
中
両

国
青
年
の
友
好
促
進
を
目
的
と
し
て
行
わ

　

須
坂
市
の
破
風
高
原
で
、
カ
ラ
マ
ツ
を

伐
採
し
た
後
、
未
立
木
地
（
木
が
生
え
て

い
な
い
土
地
）
と
な
っ
て
い
る
森
林
に
植

栽
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、「
国
立
研
究
開
発
法
人

　

森
林
研
究
・
整
備
機
構　

森
林
整
備
セ

ン
タ
ー
」
が
、
奥
地
水
源
林
地
域
に
お
い

て
水
源
涵
養
等
の
森
林
の
持
つ
様
々
な
公

益
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
事
を
目
的
に
、

民
有
林
の
未
立
木
地
を
対
象
に
進
め
て
い

る
分
収
造
林
事
業
で
す
。

　

今
回
の
事
業
地
は
豊
丘
財
産
区
区
有
林

内
の
笹
地
と
な
っ
て
い
る
未
立
木
地
（
約

８
ha
）
で
、
カ
ラ
マ
ツ
を
二
年
間
で
植
栽

れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
長
野
県
林
務
部
、
長
野
地
域

振
興
局
林
務
課
、
当
組
合
か
ら
も
含
め
計

５
名
の
職
員
が
植
樹
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

学
生
達
に
と
っ
て
、
初
め
て
の
植
樹
作
業

体
験
で
し
た
の
で
指
導
す
る
私
た
ち
も
ど

う
な
る
か
不
安
で
し
た
が
、
２
人

１
組
で
カ
ラ
マ
ツ
コ
ン
テ
ナ
苗
１

９
５
本
を
１
本
１
本
丁
寧
に
植
え

て
い
ま
し
た
。
最
後
に
、
植
樹
活

動
の
記
念
と
し
て
記
念
標
柱
を
建

立
し
ま
し
た
。

　

後
日
、
こ
の
事
業
の
担
当
者
の

方
か
ら
植
樹
活
動
の
感
想
と
御
礼

の
文
書
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
ご

紹
介
し
ま
す
。「
初
め
て
の
来
日

で
、
初
め
て
自
分
自
身
で
樹
を
植

え
た
。
こ
の
樹
が
日
中
友
好
の
証

第
２
回
理
事
会�

開
催
日　

平
成
30
年
７
月
12
日

《
議　
　

事
》

第
１
号
議
案　

第
一
四
半
期
の
事
業
報
告
及
び
６

月
末
の
事
業
進
捗
状
況
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
本
所
・
長
野
支
所
の
新
事
務
所
）

第
３
号
議
案　

職
員
等
の
夏
季
賞
与
の
支
給
に
つ
い
て

追
加
議
案　

就
業
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

追
加
議
案　

規
程
の
制
定
に
つ
い
て

（
妊
娠
・
出
産
・
育
児
休
業
等
に
関
す

る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
及
び
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
に
関
す
る
規
程
）

追
加
議
案　

固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

追
加
議
案　

実
用
新
案
権
の
処
分
に
つ
い
て

《
承
認
議
案
》

第
１
号　

理
事
と
の
利
益
相
反
契
約
に
つ
い
て

《
報
告
事
項
》

第
１
号　

組
合
使
用
リ
ー
ス
車
輛
の
入
替
に
つ
い
て

第
２
号　

専
門
委
員
会
等
か
ら
の
報
告
に
つ
い
て

第
３
号　

債
権
回
収
の
件
に
つ
い
て

第
４
号　

労
働
安
全
の
取
組
み
（
平
成
30
年
度
安

全
衛
生
年
間
計
画
書
）
に
つ
い
て

第
５
号　

長
野
県
議
会
農
政
林
務
委
員
会
へ
の
陳

情
実
施
報
告
に
つ
い
て

第
６
号　

森
林
環
境
税
（
森
林
環
境
譲
与
税
）
に
つ
い
て

第
７
号　

長
野
森
林
組
合
振
興
協
議
会
幹
事
会
と

総
会
開
催
の
報
告
に
つ
い
て

第
８
号　

事
業
進
捗
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

第
９
号　

役
員
賠
償
責
任
保
険
に
つ
い
て

第
10
号　

組
合
固
定
資
産
購
入
の
申
入
れ
に
つ
い
て

　

�

　

第
３
回
理
事
会�

開
催
日　

平
成
30
年
10
月
19
日

《
議　
　

事
》

第
１
号
議
案　

第
二
四
半
期
の
事
業
報
告
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

賦
課
金
の
徴
収
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
育
児
休
業
規
程
、
介
護
休
業
規

程
、
工
場
職
員
給
与
規
程
、
嘱
託
・

臨
時
職
員
給
与
規
程
）

第
４
号
議
案　

固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

第
５
号
議
案　

特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

第
６
号
議
案　
役
員
賠
償
責
任
保
険
へ
の
加
入
に
つ
い
て

追
加
議
案　

主
た
る
事
務
所
の
移
転
の
件
に
つ
い
て

《
承
認
議
案
》

第
１
号　

理
事
と
の
利
益
相
反
契
約
に
つ
い
て

す
る
計
画
で
す
。
現
場
は
、
遠
く
か
ら
眺

め
る
と
草
原
の
よ
う
に
見
え
て
綺
麗
で
す

が
、
中
に
入
る
と
高
さ
２
ｍ
以
上
の
笹
が

密
生
し
て
お
り
歩
く
こ
と
も
出
来
な
い
状

況
で
す
。
９
月
下
旬
か
ら
地
拵
作
業
（
木

を
植
え
ら
れ
る
よ
う
に
整
備
す
る
作
業
）

を
開
始
し
ま
し
た
が
、
太
い
笹
を
切
る
た

め
刈
払
機
の
刃
が
直
ぐ
に
切
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
う
大
変
な
作
業
現
場
で
す
。
他
支

所
の
技
能
職
員
の
応
援
も
頂
き
作
業
の
進

捗
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

森
林
資
源
は
充
実
し
て
来
て
お
り
ま
す

が
、
木
材
価
格
低
迷
に
よ
り
皆
伐
が
進
ま

ず
造
林
系
の
仕
事
が
減
少
し
て
来
て
い
ま

す
。
造
林
技
術
継
承
の
た
め
に
も
、
こ
の

様
な
事
業
が
出
来
る
事
は
森
林
組
合
と
し

て
大
変
有
意
義
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
し
た
分
収
造
林
事
業
は
、

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
が
事
業
費
を
負
担
し

ま
す
。
水
源
林
地
域
で
立
木
が
生
育
し
て

い
な
い
場
所

（
一
定
規
模

の
面
積
が
必

要
で
す
）
が

あ
り
ま
し
た

ら
、
公
益
的

機
能
発
揮
の

た
め
、
森
林

整
備
に
つ
い

て
組
合
に
ご

相
談
下
さ
い
。

理
事
会
開
催

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。」「
日
本
の

街
の
美
し
さ
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
日
本
人

の
環
境
保
護
・
防
災
意
識
の
高
さ
を
、
帰

国
後
、
周
り
の
人
々
に
伝
え
て
行
き
た

い
。」
な
ど
で
す
。
将
来
、
学
生
達
が
植

え
た
樹
を
見
に
訪
れ
た
際
、
立
派
な
樹
に

な
っ
て
い
る
よ
う
手
入
れ
を
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

笹が密生しています

標柱を囲み記念写真

カラマツコンテナ苗の植樹
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第
３
回
「
長
野
セ
ブ
ン
の
森
」
活
動
を
行
い
ま
し
た

【
北
部
支
所
】

長
野
県
森
林
組
合
連
合
会　
北
信
木
材
セ
ン
タ
ー

開
設
60
周
年
記
念
・
国
産
材
需
要
拡
大
特
別
市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
27
日
㈯
、
信
濃
町
と
セ
ブ
ン
＆
ア

イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
セ
ブ
ン

－

イ

レ
ブ
ン
記
念
財
団
、
当
組
合
の
４
者
に
よ

る
協
定
に
基
づ
く
「
長
野
セ
ブ
ン
の
森
」

の
第
３
回
目
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
本

年
度
は
２
回

の
活
動
を
計

画
し
、
６
月

23
日
㈯
の

「
下
草
刈
り

と
山
道
整
備
、

木
製
の
プ
ラ

ン
タ
ー
製
作
」

に
続
く
活
動

で
し
た
。
当

日
は
、
あ
い

　

10
月
25
日
㈭
、
系
統
の
長
野
県
森
林
組

合
連
合
会　

北
信
木
材
セ
ン
タ
ー
（
小
池

淳
所
長
、
長
野
市
穂
保　

ア
ッ
プ
ル
ラ
イ

ン
沿
い
）
の
開
設
60
周
年
記
念
・
国
産
材

需
要
拡
大
特
別
市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
信
木
材
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
34
年

（
１
９
５
９
年
）
に
長
野
市
若
里
に
「
長

野
木
材
市
売
所
」
と
し
て
木
材
市
場
が
開

設
さ
れ
、
以
降
、「
長
野
木
材
市
場
」「
北

信
木
材
セ
ン
タ
ー
」
と
名
称
が
変
わ
る
と

と
も
に
、
場
所
も
、
長
野
市
若
里
か
ら
丹

波
島
、
青
木
島
、
そ
し
て
平
成
７
年
に
現

在
の
場
所
へ
移
転
し
、
開
設
60
周
年
と
い

う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

取
扱
量
は
、
開
設
当
時
は
、
約
２
万
６

千
㎥
で
し
た
が
、
徐
々
に
増
加
し
、
平
成

29
年
度
の
取
扱
実
績
は
、
当
組
合
よ
り
の

出
荷
約
２
・
５
万
㎥
（
セ
ン
タ
ー
取
扱
い

《
報
告
事
項
》

第
１
号　

上
半
期
監
査
の
報
告
に
つ
い
て

第
２
号　

組
合
使
用
リ
ー
ス
車
輛
の
入
替
に
つ
い
て

第
３
号　

各
専
門
委
員
会
か
ら
の
報
告
に
つ
い
て

第
４
号　

９
月
末
の
事
業
報
告
と
年
度
末
見
込
み

の
報
告
に
つ
い
て

第
５
号　

夏
季
賞
与
の
支
給
状
況
に
つ
い
て

第
６
号　

高
性
能
林
業
機
械
（
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
）

の
売
買
契
約
の
報
告
に
つ
い
て

第
７
号　

債
権
回
収
の
件
に
つ
い
て

第
８
号　
本
所
・
長
野
支
所
の
新
事
務
所
の
件
に
つ
い
て

第
９
号　

埋
蔵
文
化
財
毀
損
の
件
に
つ
い
て

第
10
号　

役
員
現
地
視
察
の
実
施
の
件
に
つ
い
て

に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
セ
ブ
ン

－

イ

レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
社
員
の
方
々
、
近

隣
の
加
盟
店
オ
ー
ナ
ー
の
方
々
と
そ
の

家
族
、
信
濃
町
役
場
と
当
組
合
の
職
員

等
、
約
１
５
０
人
が
参
加
し
、「
下
草
刈

り
と
か
ん
木
の
伐
採
・
整
理
、
木
製
の
本

棚
・
ゴ
ミ
箱
製
作
」
を
行
い
ま
し
た
。
慣

れ
な
い
作
業
の
た
め
時
間
は
か
か
り
ま
し

た
が
、
下
草
刈
り
で
は
、
手
鎌
や
手
鋸
を

使
い
、「
長
野
セ
ブ
ン
の
森
」
の
一
画
の

カ
ラ
マ
ツ
林
の
繁
茂
し
て
い
る
下
草
と
細

い
か
ん
木
の
整
理
、
林
内
の
歩
道
の
邪
魔

な
か
ん
木
を
グ
ル
ー
プ
で
力
を
合
わ
せ
手

鋸
で
伐
り
倒
し
玉
切
り
し
道
の
脇
に
整
理

し
ま
し
た
。
作
業
前
と
は
見
違
え
る
綺
麗

な
カ
ラ
マ
ツ
林
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
棚
・
ゴ

ミ
箱
製
作
で

は
、
主
に
家

族
連
れ
の
方

々
が
参
加
し

ま
し
た
。
親

と
協
力
し
子

供
達
が
皆
夢

中
に
な
っ
て

部
材
を
釘
止

め
し
組
み
立

て
て
い
る
姿

が
印
象
的
で

し
た
。
限
ら

れ
た
時
間
で

し
た
が
、
木

に
触
れ
合
う
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

の
社
員
や
オ
ー
ナ
ー
の
方
々
か
ら
「
普
段

力を合わせかん木の整理

完成した本棚・ゴミ箱を持って記念写真

の
33
％
）
を
含
め
、
７
・
６
万
㎥
強
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
当
組
合
の
平
成
29
年

度
の
素
材
生
産
量
は
約
４
万
㎥
で
す
。）

　

市
売
や
木
材
セ
ン
タ
ー
を
取
り
ま
く
状

況
も
時
代
の
変
化
と
と
も
に
大
き
く
変
わ

り
、
以
前
は
、
大
半
の
木
材
が
市
売
に
か

か
り
、
こ
の
時
期
の
市
は
、
本
格
的
な
需

要
期
の
到
来
を
告
げ
る
と
い
う
性
格
も
あ

り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、
木
材
の
用
途

が
、
合
板
や
集
成
材
向
け
な
ど
や
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
原
料
な
ど
に
も
活
用
さ

れ
、
年
間
を
通
し
て
の
引
合
い
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
特
別
市
で
は
、
北
信
・
東
信
の

両
森
林
管
理
署
の
国
有
林
材
、
民
有
林
材

合
せ
て
約
６
０
０
㎥
の
出
材
を
得
て
市
売

り
（
入
札
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

土
場
に
は
、
カ
ラ
マ
ツ
、
ス
ギ
を
始

め
、
多
く
の
広
葉
樹
大
径
材
も
出
材
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。
入
札
会
場
は
、
熱
気
に

包
ま
れ
、
熱
い
（
高
額
）
札
の
応
札
が
数

多
く
あ
り
ま
し
た
。
規
格
の
材
を
大
量
に

決
め
ら
れ
た
値
段
で
山
か
ら
工
場
等
へ
直

送
す
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
一
方
、
市
売
は
、

「
一
本
一
本
の
材
の
価
値
を
見

極
め
評
価
し
値
段
を
付
け
入
札

す
る
と
い
う
、
血
の
通
っ
た
木

材
評
価
の
貴
重
な
場
で
あ
る
」

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

地
域
の
協
同
利
用
施
設
で
も

あ
る
北
信
木
材
セ
ン
タ
ー
は
、

川
上
（
出
荷
者
）
か
ら
川
下

（
買
い
方
）
へ
安
定
的
に
丸
太

の
供
給
を
行
う
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
２
０
２
０
年
の

目
標
取
扱
量
と
し
て
10
万
㎥
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

当
組
合
も
、
地
域
資
源
の
有

効
活
用
を
目
的
に
、
広
葉
樹
も

含
め
積
極
的
に
北
信
木
材
セ
ン

タ
ー
に
出
荷
し
、
そ
の
収
益
が
森
林
所
有

者
の
方
々
に
還
元
さ
れ
、
木
材
伐
採
後
の

再
造
林
費
用
や
保
育
費
用
に
充
当
さ
れ
、

再
び
山
の
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
更
に

事
業
の
低
コ
ス
ト
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

出
来
な
い
体
験
が
出
来
て
良
か
っ
た
。
是

非
、
次
回
も
参
加
し
た
い
。」
と
嬉
し
い

言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

来
年
の
活
動
に
つ
い
て
も
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
が
達
成
感
を
感
じ
る
活
動
を
計
画

し
て
行
き
ま
す
。

カラマツの椪

ケヤキ、 長さ6ｍ×末口72㎝、約3.2㎥、落札額680,000円
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郊
外
か
ら
市
中
心
部
に
移
っ
た
せ
い
か
、

全
体
の
来
客
者
数
は
例
年
よ
り
少
な
く
感

じ
ま
し
た
が
、
当
組
合
ブ
ー
ス
は
木
工
教

室
を
目
当
て
に
多
く
の
方
に
訪
れ
て
頂
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
木
育
活
動
の
一
環

と
し
て
「
既
定
の
物
に
と
ら
わ
れ
な
い
事
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
木
工
教
室
を
行
っ
て
来

ま
し
た
。
限
ら
れ
た
不
揃
い
な
部
材
と
道

具
等
を
駆
使
し
な
が
ら
自
由
に
作
品
を
作

り
上
げ
て
い
く
子
供
た
ち
の
イ
マ
ジ
ネ
ー

シ
ョ
ン
（
創
造
力
）
に
は
い
つ
も
驚
か
さ

れ
ま
す
。
子
供
の
出
来
な
い
作
業
は
親
が

助
け
る
事
で
、
自
然
と
そ
の
場
に
は
親
子

の
笑
顔
と
笑
い
声
が
う
ま
れ
、
常
に
暖
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

　

今
後
と
も
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に

参
加
し
、『
木
が
持
つ
力
の
発
信
』
に
努

め
て
行
き
ま
す
。

　

10
月
６

日
㈯
、
長

野
市
と
一

般
財
団
法

人
な
が
の

緑
育
協
会

が
主
催
す

る
『
な
が

の
花
と
緑

　

秋
の
緑

育
フ
ェ
ス

タ
』
が
開

催
さ
れ
ま

し
た
。
昨
年
ま
で
の
篠
ノ
井
中
央
公
園
か

ら
長
野
市
役
所
第
一
庁
舎
西
側
の
「
桜
ス

ク
エ
ア
」
へ
会
場
を
移
し
初
め
て
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
長
野
支
所
も
彩
り
を

添
え
る
べ
く
、
緑
の
普
及
啓
発
と
緑
育
推

進
の
た
め
に
出
展
し
ま
し
た
。
会
場
が
、

　

近
年
、
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
が
多
く

発
生
し
農
作
物
や
農
地
が
多
大
な
被
害
を

受
け
て
お
り
ま
す
。

　

強
風
や
雪
害
対
策
と
し
て
、
り
ん
ご
・

な
し
・
も
も
の
幹
、
枝
へ
の
支
柱
と
し
て

や
田
ん
ぼ
、
畑
の
土
手
の
補
強
に
当
事
業

長
野
支
所　
● 「
な
が
の
花
と
緑　
秋
の
緑
育
フ
ェ
ス
タ
」
に
出
展

西
山
事
業
所　
●
農
業
土
木
資
材
の
ご
案
内

西
山
支
所　
●
「
中
条
校
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
森
」
活
動
を
実
施

木工教室の様子

　

９
月
３
日
㈪
、
長
野

市
中
条
の
「
Ｓ
Ｂ
Ｃ
ろ

く
ち
ゃ
ん
の
森
」
で
、

地
元
の
長
野
西
高
等
学

校
中
条
校
１
学
年
の
生

徒
の
皆
さ
ん
17
名
、
先

生
３
名
、
組
合
職
員
３

名
で
、
遊
歩
道
の
階
段

補
修
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
長
年
の
風
雪
で
劣

化
し
た
階
段
を
撤
去
し
、

西
山
事
業
所
木
材
加
工

工
場
で
製
造
し
た
カ
ラ

マ
ツ
円
柱
丸
太
と
杭
を
使
っ
て
、
新
た
に

木
製
階
段
を
作
り
直
し
ま
し
た
。
斜
面
で

の
穴
掘
り
作
業
、
丸
太
杭
打
ち
作
業
、
な

ま
し
番
線
に
よ
る
丸
太
締
め
作
業
等
、
慣

れ
な
い
作
業
で
し
た
が
回
数
を
重
ね
る
ご

と
に
上
達
し
ま
し
た
。
生
徒
さ
ん
そ
れ
ぞ

れ
が
、
自
主
的
に
作
業
を
分
担
し
協
力
し

完成した階段

階段修理作業の様子

円柱加工丸太

畦畔に施工された草刈用の足場

て
い
て
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
良
い
学
校
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
森
林
体
験
学
習
を
通
じ
て
、

森
林
に
関
心
を
持
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
各
種
活
動
に
協

力
し
て
地
域
の
人
材
育
成
と
森
林
整
備
に

貢
献
し
て
参
り
ま
す
。

所
製
材
加
工
工
場
で
円
柱
加
工
し
た
木
杭
、

横
木
を
ご
利
用
下
さ
い
。
加
工
す
る
唐
松

は
、
当
組
合
管
内
か
ら
切
り
出
し
た
間
伐

材
で
す
。

　

円
柱
の
直
径
は
、
９
・
10
・
12
・
15
㎝
、

長
さ
３
～
４
ｍ
の
定
尺
で
常
時
在
庫
し
て

お
り
ま
す
。
長
さ
の

カ
ッ
ト
、
杭
の
先
付

加
工
、
防
腐
注
入
加

工
な
ど
の
ご
相
談
、

価
格
、
運
搬
方
法
な

ど
お
気
軽
に
お
問
合

せ
下
さ
い
。

（
西
山
事
業
所　

Ｔ

Ｅ
Ｌ
：
０
２
６

－

２

６
９

－

２
１
２
４
）
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更
埴
支
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●
財
産
区
区
有
林
（
冠
着
山
）
の
山
林
視
察
に
参
加
し
ま
し
た

鬼
無
里
事
業
所　

　
●
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
の
「
わ
く
わ
く
大
試
食
会
」
に
出
展
し
ま
し
た

　

10
月
３
日
㈬
、
日
頃
か
ら
森
林
整
備
に

係
る
事
業
な
ど
で
お
世
話
な
っ
て
い
る
千

曲
市
の
「
若
宮
、
羽
尾
、
須
坂
、
上
徳
間
、

内
川
、
千
本
柳
財
産
区
」
様
（
以
下
財
産

区
）
よ
り
、
財
産
区
の
管
理
者
で
あ
る
千

曲
市
長
岡
田
昭
雄
様
を
招
い
て
の
懇
談
会

に
お
声
掛
け
頂
き
、
区
有
林
の
現
地
案
内

と
説
明
役
と
し
て
支
所
職
員
が
参
加
し
ま

し
た
。
当
財
産
区
区
有
林
は
、
千
曲
市
大

字
羽
尾
冠
着
山
に
あ
り
、
急
峻
な
地
形
が

大
半
を
占
め
て
い
る
状
況
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
財
産
区
議
員
の

皆
様
や
、
関
係
者
の
皆
様
の
御
努
力
に
よ

り
、
随
所
に
ス
ギ
・
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
の
森

林
資
源
を
有
す
る
豊
か
な
山
林
を
形
成
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
冠
着
山
に
は
キ
ャ

ン
プ
場
や
整
備
さ
れ
た
登
山
道
も
あ
り
、

そ
の
山
頂
は
善
光
寺
平
を
一
望
で
き
る
絶

好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
所
で
す
。

　

当
日
ご
案
内
し

た
現
場
は
、
平
成

23
年
度
に
帯
状
搬

出
間
伐
を
行
い
、

平
成
24
年
度
に
植

栽
し
、
現
在
も
下

刈
作
業
を
行
っ
て

い
る
カ
ラ
マ
ツ
林

で
す
が
、
植
栽
し

た
翌
年
に
大
量
発

生
し
た
マ
イ
マ
イ

ガ
の
幼
虫
に
よ
り

植
栽
木
の
葉
を
食

べ
ら
れ
る
被
害
に

遭
い
、
植
栽
木
の

　

10
月
20
日
㈯
、
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
大
田

セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
大
田
区
）
に
於
い
て
、

23
区
南
生
活
ク
ラ
ブ
主
催
の
「
試
食
会
」

が
開
催
さ
れ
、
当
鬼
無
里
事
業
所
へ
も
参

加
依
頼
が
あ
り
、
他
の
食
品
メ
ー
カ
ー
や

関
連
団
体
約
20
社
と
一
緒
に
出
展
し
ま
し

た
。
生
協
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
鬼
無
里

食
品
加
工
工
場
で
製
造
し
て
い
る
「
え
の

き
茸
茶
漬
（
な
め
茸
）」
や
「
五
目
寿
司

の
素
」
等
を
、
旧
鬼
無
里
村
森
林
組
合
の

時
代
か
ら
約
40
年
近
く
ご
愛
用
頂
い
て
お

り
ま
す
。
当
日
は
、
大
変
天
候
に
恵
ま
れ
、

予
想
来
場
数
５
０
０
人
を
上
回
る
６
６
０

人
以
上
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
当
組

合
ブ
ー
ス
で
は
、「
き
の
こ
と
山
菜
の
炊

込
み
ご
飯
」
や
、
秋
の
味
覚
と
し
て
製
造

が
忙
し
い
「
野
沢
菜
漬
」
等
の
試
食
を
用

意
し
て
、
来
場
し
た
生
協
の
組
合
員
や
地

域
住
民
の
皆
様
に
、「
合
成
化
学
調
味
料

等
を
使
用
せ
ず
に
製
造
し
て
い
る
鬼
無
里

工
場
の
製
品
」
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
特
に
、

季
節
限
定
の
「
野
沢
菜
漬
」
を
試
食
し
た

方
々
か
ら
、「
お
い
し
い
の
で
早
く
注
文

し
た
い
」
な
ど
、
嬉
し
い
言
葉
を
頂
き
、

毎
年
楽
し
み
に
し
て
下
さ
っ
て
い
る
事
を

実
感
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
試
食
会
を
通
し
て
、
今
後
よ
り

多
く
の
生
協
組
合
員
の
皆
様
に
、
鬼
無
里

の
旬
の
製
品
も
供
給
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

多
く
が
枯
れ
て
し
ま
う
事
態
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
財
産
区
議
員
様
の
働

き
掛
け
に
よ
り
カ
ラ
マ
ツ
苗
補
植
の
予
算

を
確
保
頂
い
た
り
、
議
員
の
皆
様
自
ら
補

植
作
業
を
し
て
頂
い
た
り
し
て
、
現
在
は

健
全
な
森
林
に
育
っ
て
来
て
お
り
ま
す
。

こ
の
様
な
経
緯
が
あ
る
の
で
、
議
員
様
方

に
も
思
い
入
れ
の
あ
る
場
所
で
す
。

　

公
務
ご
多
用
で
、
な
か
な
か
現
場
に
赴

く
機
会
の
と
れ
な
い
岡
田
市
長
様
で
す
が
、

区
有
林
の
現
況
や
、
そ
れ
を
取
り
ま
く
林

業
の
現
状
と
、
森
林
整
備
の
必
要
性
等
を

ご
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
ご
質
問
を
交
え
つ

つ
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
全
員
で
冠
着
山
の
登
山
を
行

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
疲
れ
た
」
と

言
い
な
が
ら
も
、
山
頂
で
は
皆
様
の
清
々

し
い
笑
顔
を
見
る
事
が
出
来
て
大
変
良
い

山
林
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

冠着山から千曲市街地を望む

岡田市長様を囲み記念写真

野沢菜漬の試食に行列が出来ました 会場に訪れた大勢の皆さん
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10
月
25
日
㈭
、
今
年
度
第
２
回
目

の
安
全
衛
生
推
進
員
研
修
会
を
、
各

支
所
の
班
長
18
名
と
専
務
理
事
を
含

む
当
組
合
労
働
災
害
再
発
防
止
検
討

委
員
会
委
員
５
名
の
参
加
で
行
い
ま

し
た
。
今
回
は
、
伐
倒
作
業
の
再
確

認
を
目
的
に
、
当
組
合
受
注
の
黒
姫

山
国
有
林
「
伐
採
・
造
林
一
貫
作
業
」

の
現
場
で
、
皆
伐
・
機
械
地
拵
終
了

後
の
伐
根
の
観
察
を
行
い
、
基
本
の

受
け
口
・
追
い
口
の
確
認
と
、
裂
け

上
り
防
止
の
伐
り
方
、
現
場
に
あ
っ

た
伐
り
方
の
検
討
を
し
ま
し
た
。
伐

第
２
回
安
全
衛
生
推
進
員
研
修
会
開
催

倒
方
向
を
考
慮
し
た
時
の
伐
り
方
な

ど
の
意
見
に
対
し
、
各
班
長
か
ら
意

見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。「
作
業
手

順
書
に
基
づ
く
、
基
本
の
伐
り
方
が

大
前
提
で
あ
る
事
」
の
再
確
認
を
行

い
ま
し
た
。
各
班
長
か
ら
も
班
員
へ

適
切
に
指
導
し
て
頂
き
、
労
働
災
害

防
止
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、
現
在
ま
で
休

業
４
日
以
上
の
労
働
災
害
が
発
生
し

て
い
な
い
の
で
、
災
害
発
生
防
止
に

向
け
安
全
意
識
向
上
と
安
全
作
業
の

徹
底
を
更
に
図
り
ま
す
。

「
ド
ゥ
レ
生
協
連
合
会
（
韓
国
）」
の
職
員
が
来
組

【
鬼
無
里
事
業
所
】

　

鬼
無
里
事
業
所
の
主
要
取
引
先
で
あ
る
、

生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合
（
本
部
：
東

京
）
に
研
修
で
来
日
し
て
い
る
、
韓
国
の

ド
ゥ
レ
生
協
連
合
会
職
員
の
吉　

成
培
（
キ

ル　

ソ
ン
ベ
）
氏
（
30
歳
）
が
、
９
月
11

日
、
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
の
生
産
者
で
あ
る
当

事
業
所
の
食
品
加
工
工
場
見
学
に
生
活
ク
ラ

ブ
生
協
職
員
と
共
に
来
組
し
ま
し
た
。
ド
ゥ

レ
生
協
は
、
韓
国
の
ソ
ウ
ル
市
を
中
心
に
20

万
人
の
組
合
員
で
組
織
さ
れ
て
お
り
、
日
本

の
生
協
の
よ
う
に
組
合
員
に
配
達
す
る
シ
ス

テ
ム
で
は
な
く
、
都
市
部
に
店
舗
を
構
え
て

組
合
員
に
店
頭
販
売
を
行
う
ス
タ
イ
ル
が
主

流
の
生
協
と
の
事
で
す
。
今
回
の
研
修
目
的

は
、
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
の
Ｆ
Ｅ
Ｃ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
想
（
Ｆ
＝
フ
ー
ズ
、
Ｅ
＝
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
Ｃ
＝
ケ
ア
ー
＝
福
祉
）
を
地
域
で
確

立
す
る
構
想
を
学
ぶ
こ
と
を
主
目
的
と
し
て

お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
生
産
者
と
生
活

協
同
組
合
と
の
提
携
の
有
り
方
を
学
ぶ
事
を

目
的
に
体
験
研
修
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

キ
ル
氏
は
、
日
頃
、
役
員
室
で
政
策
の
立

案
や
組
織
の
管
理
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
生

産
者
（
産
地
）
を
見
学
す
る
事
自
体
が
初
め

て
の
経
験
と
の
事
で
し
た
。

　

ま
た
、
安
全
・
安
心
な
食
品
を
取
扱
う
生

活
ク
ラ
ブ
生
協
の
品
質
規
格
基
準
は
大
変
厳

し
く
、
取
引
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
に
も
関
わ

ら
ず
、
当
組
合
と
の
取
引
関
係
が
42
年
間
に

も
及
ぶ
事
と
、
そ
の
要
因
と
し
て
当
組
合
の

製
品
が
国
産
原
料
を
１
０
０
％
使
用
し
、
化

学
調
味
料
や
合
成
添
加
物
保
存
料
の
不
使
用

に
よ
り
『
安
心
・
安
全
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ

て
製
造
し
て
い
る
事
』
を
知
り
、
そ
の
信
頼

関
係
の
深
さ
に
驚
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

研
修
の
最
後
に
、「
当
組
合
の
安
心
・
安

全
な
食
品
ビ
ン
詰
製
品
が
、
近
い
将
来
海
を

渡
り
、
韓
国
ド
ゥ
レ
生
協
で
販
売
さ
れ
る
日

が
来
れ
ば
良
い
で
す
ね
」
と
話
を
し
ま
し
た
。

（
注
：「
ド
ゥ
レ
」
と
は
、
韓
国
固
有
の
言
葉
で
、

日
本
語
の
「
結
（
ゆ
い
）」
を
意
味
し
ま
す
。）

伐根観察の様子

意見交換の様子

吉　成培（キル ソンベ）氏
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平成30年度　各種研修生名簿

研　　修　　名 氏　　名
（支所名）

フォレストリーダー研修 相澤　昭嘉
（長野支所）

フォレストワーカー２年目研修 丸山　恭史
（北部支所）

フォレストワーカー３年目研修 市川　真二
（更埴支所）

※上記研修は、 「緑の雇用制度」 に基づく研修です。

木 材 市 況

　今回は、市場開設60周年記念市ということで、高値続
出の盛大な市売りとなりました。
　スギについては、近県を含め災害等で丸太が山から出て
来ないので不足しており価格は値上がり傾向です。
　カラマツについては、依然として高値で安定しており、土
木需要も大変多くなっており積極的な出材依頼があります。
　広葉樹については、記念市ということで良材が集り高値
が多く見られました。
　当組合では、森林経営計画団地内の搬出間伐推進により
森林所有者皆様への利益還元に努力していますので、森林
経営計画樹立にご理解ご協力願います。

第1048回　平成30年10月25日　長野県森林組合連合会　北信木材センター

樹種 長さ
（ｍ）

末口
（㎝）

平均値～高値
（円/㎥）

平均石値
（円） 備　　考

スギ

3.0 16~18 9,000～ 13,000 2,500 需要あり、直造材で
20上 11,000～ 13,500 3,060 直造材で

4.0
13下 4,500～　5,500 1,250 需要あり

22~28 11,500～ 14,000 3,200 直造材で
30上 11,000～ 18,000 3,060 直造材で

カラマツ 4.0
13下 6,000～ 11,000 1,670 需要あり、直造材で

14~18 9,000～ 12,500 2,500 需要あり
20上 14,000～ 20,000 3,900 需要あり

ヒノキ 4.0 30上 16,000～ 27,000 4,450 需要あり
ケヤキ 6.0 72 ～680,000 189,200 １本単価

（１石： 0.27826㎥）

長野
駅

ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル

ビッグハット

長野赤十字病院長野赤十字病院
水野美術館

母袋

上千田

新事務所新事務所

18号
線

信州大学工学部

東口

善光寺口

　

７
月
19
日
、
20
日
の
両
日
、
長
野
市
立

裾
花
中
学
校
の
生
徒
１
名
を
職
場
体
験
学

習
で
受
け
入
れ
ま
し
た
。
下
草
刈
り
の
作

業
体
験
、
高
性
能
林
業
機
械
を
使
っ
て
い

る
搬
出
間
伐
現
場
の
見
学
、
ペ
レ
ッ
ト
燃

料
用
の
オ
ガ
粉
製
造
工
場
と
食
品
加
工
工

場
の
見
学
な
ど
、
当
組
合
の
取
組
む
事
業

に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
学
習

後
の
感
想
文
に
、「
林
業
は
木
を
切
る
だ

け
で
は
な
く
、
作
業
の
機
械
化
が
進
ん
で

い
る
事
や
地
球
環
境
の
事
を
考
え
た
燃
料

を
作
っ
て
い
る
事
（
ペ
レ
ッ
ト
）
を
知
り
、

貴
重
な
体
験
が
出
来
て
良
か
っ
た
。」
と

あ
り
ま
し
た
。
近
年
の
集
中
豪
雨
や
猛
暑

か
ら
地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
を
感

じ
、
森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
大
切
さ

や
環
境
保
護
の
必
要
性
に
つ
い
て
関
心
を

持
つ
良
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

職
場
体
験
学
習
を

行
い
ま
し
た

本所・長野支所事務所移転のお知らせ

あ
ず
ま
通
り

文化学園長野
中学・高等学校

母袋

上千田

至  長野大橋

至  
長
野
日
赤

国
道18号

線

新事務所
長野市大字稲葉字上千田沖134-2

稲葉法事センター

県道372号
線

長野ダイハツ
モータース

　当組合発足時からの懸案でありました、本
所・長野支所事務所について、下記の通り移転
する事となりましたのでお知らせします。年内
の移転を予定しておりますが、本格的な業務開
始は年明けとなります。組合員の皆様には、ご
不便をおかけするかと存じますが、よろしくお
願い致します。
　平成13年２月１日組合合併発足時から長野
市城山公民館別館（旧蔵春閣）３階を事務所と
して使用させて頂いて来ましたが、建物が耐震
対策未対応のため今回の転居となりました。

新　住　所 　 　
〒380‒0915
長野市大字稲葉字上千田沖134番地２

新電話番号 　 　
本　　所　代表電話番号　026-217-8822
　　　　　ＦＡＸ番号　026-219-2930
長野支所　電 話 番 号　026-217-1503
　　　　　ＦＡＸ番号　026-219-1601

営業開始予定日 　 　
平成30年12月中を予定しております。



長野支所／〒380-0852 長野市大字長野東之門町2462番地（本所併設）
　　　　　　　　　　　　TEL 026-252-7373　FAX 026-252-7386
須高支所／〒382-0013 須坂市大字須坂746番地イ号
　　　　　　　　　　　　TEL 026-245-3003　FAX 026-245-2515
更埴支所／〒387-0016 千曲市大字寂蒔500番地 1
　　　　　　　　　　　　TEL 026-274-1004　FAX 026-272-2216

西山支所／〒381-2405 長野市信州新町新町214番地 1
　　　　　TEL 026-262-2266　FAX 026-262-3281
北部支所／〒389-1312 信濃町大字富濃403番地 1
　　　　　TEL 026-251-7311　FAX 026-255-3995
（戸隠連絡所）／〒381-4102 長野市戸隠豊岡1552番地
　　　　　TEL 026-254-3735　FAX 026-254-3785

鬼無里事業所／〒381-4301 長野市鬼無里2552番地
　　　TEL 026-256-2233　FAX 026-256-2234
西山事業所／〒381-3302 小川村大字高府 14 番地 1
　　　TEL 026-269-2124　FAX 026-269-3281
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編 

集 

後 

記

◇
来
年
か
ら
始
ま
る
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
は
、
具
体
的
制
度
運
用
面
で
不
明
な
点
が

多
々
あ
り
ま
す
が
、
管
理
主
体
と
な
る
管
内
各
市

町
村
と
緊
密
に
情
報
共
有
し
、
地
域
の
状
況
や
森

林
所
有
者
の
方
々
の
要
望
に
合
っ
た
事
業
提
案
を

行
い
予
算
化
し
て
頂
く
よ
う
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

◇
今
年
も
記
録
的
な
猛
暑
続
き
で
し
た
が
、
９
月
に

入
る
と
一
転
、
雨
の
日
が
多
く
、
当
組
合
の
現
場

も
作
業
計
画
が
大
幅
に
遅
れ
ま
し
た
。
農
家
の
方

々
も
稲
刈
り
が
大
幅
に
遅
れ
、「
田
ん
ぼ
が
ぬ
か

る
の
で
コ
ン
バ
イ
ン
が
入
れ
な
い
」
と
の
話
を
多

く
聞
き
ま
し
た
。
北
海
道
で
震
度
７
の
地
震
が
あ

り
、
台
風
も
多
く
発
生
し
、
毎
年
の
よ
う
に
防
ぎ

よ
う
の
な
い
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
　

被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

賦
課
金
の
徴
収
に
つ
い
て
の
お
願
い

　

当
組
合
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
格

別
な
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
総
代
会
の
議
決
並
び
に
過
日
の

理
事
会
に
お
い
て
賦
課
金
額
を
組
合
員
割

２
０
０
円
、
面
積
割
１
ha
当
り
２
０
０
円

と
し
、
12
月
15
日
ま
で
の
納
入
と
決
定
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

賦
課
金
は
、
地
域
林
業
が
更
に
活
性
化

す
る
た
め
に
組
合
員
皆
様
へ
の
情
報
提
供

や
森
林
整
備
推
進
の
森
林
経
営
計
画
樹
立

説
明
会
な
ど
に
役
立
て
て
お
り
ま
す
。
徴

収
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
地
区
の
総

代
・
参
与
委
員
の
皆
様
に
お
願
い
し
て
賦

課
金
納
入
通
知
書
を
配
布
し
て
頂
き
ま
す

の
で
、
期
日
ま
で
に
現
金
ま
た
は
指
定
口

座
か
ら
の
振
替
で
納
入
頂
け
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

人
　
事
　
異
　
動

■
採
　
用
（
技
能
職
員
）

・
須
高
支
所　
　
　

松
倉
　
　
徹
30
年
７
月
1
日
付

■
退
　
職
（
一
般
職
員
）

・
長
野
支
所
技
師　

丸
山
　
耕
平
30
年
10
月
12
日
付

組合からのお知らせ
◇総代・参与委員の改選について
総代・参与委員の方々の任期が、来年３月31日で満了
しますので、３月中旬に総代選挙を予定しております。
改選に向けて、各地区で選出の準備をお願い致します。
また、各支所・事業所で地区別総代参与委員会等を随時
開催しますので、ご出席頂きますようお願い致します。

◇名義変更等の届出について
次のような事例が該当する組合員の方は、最寄りの支
所等にご連絡下さい。
・組合員本人の方の死亡等により、名義人が実在しな
い方。また、後継者の方が権利を継承されている方。

・引越しや転居等により住所を変更された方。
・山林を売却し権利が別の名義人に移っている方。
・山林を売却したり、購入して所有面積が変更になっ
ている方。

　

鬼
無
里
事
業
所
食
品
加
工
工
場
で
は
、
長
野

県
産
え
の
き
茸
を
は
じ
め
、
き
の
こ
や
山
菜
等

の
具
材
は
全
て
長
野
県
産
・
国
産
の
原
材
料
を

使
用
し
、
調
味
料
も
遺
伝
子
組
換
え
で
な
い
作

物
を
原
料
に
し
た
も
の
を
使
用
し
、
化
学
調
味

料
や
合
成
添
加
物
を
使
用
せ
ず
に
、『
安
心
安
全

に
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
佃
煮
等
の
き
の
こ
と
山

菜
の
加
工
品
を
製
造
し
て
お
り
ま
す
。』
今
年
も

11
月
20
日
よ
り
、「
き
の
こ
と
山
菜
の
加
工
品
詰

合
せ
」
の
『
ギ
フ
ト
フ
ェ
ア
』
を
開
催
致
し
ま
す
。

　

お
歳
暮
な
ど
の
贈
答
用
に
お
薦
め
す
る
「
ご
飯
大
好

き
セ
ッ
ト
（
６
本
詰
合
せ
）」
や
「
き
の
こ
と
山
菜
８
本

セ
ッ
ト
」
を
は
じ
め
、
手
土
産
に
も
便
利
な
「
３
本
詰

合
せ
セ
ッ
ト
」
も
12
月
下
旬
ま
で
の
期
間
限
定
で
、
特

別
価
格
に
て
御
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
は
「
長
野
県
産
の
も
ち
米
」
と
当
組
合

ながのペレット販売中なななななななななななながなななな のペ ト販売中中中中中中中中中中中

地域山林の唐松間伐材100％か
らできています。熱効率も良く、
灰も少ないとご好評をいただい
ております。

参考販売価格
（径6㎜10kg入 /袋）

・配達）

495
545
配達は30袋以上でお願いします配達は30袋以上でお願いします

年
末
年
始
の
ご
贈
答
に
、﹃
安
心
安
全
な
、
き
の
こ
と
山
菜

の
加
工
品
の
詰
合
せ
﹄
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か

新人職員の紹介

須
高
支
所
技
能
職
員

松
倉
　
徹

　

７
月
１
日

付
で
技
能
職

員
と
し
て
採

用
と
な
り
ま

し
た
。
林
業

に
就
業
し
て

５
年
目
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、

主
と
し
て
素
材
生
産
の
仕
事
を
し
て

来
ま
し
た
が
、
安
全
第
一
の
意
識
を

も
っ
と
持
つ
こ
と
や
伐
倒
技
術
の
向

上
な
ど
、
課
題
を
日
々
痛
感
し
て
い

ま
す
。
素
材
生
産
技
術
の
精
度
を
上

げ
、
林
産
事
業
の
生
産
性
向
上
を
目

指
し
ま
す
。
現
場
技
能
だ
け
で
な
く
、

適
切
な
森
林
整
備
を
学
ぶ
事
と
、
有

利
販
売
出
来
る
よ
う
木
材
需
要
の
動

向
を
把
握
し
、
森
林
所
有
者
の
方
々

に
信
頼
さ
れ
る
仕
事
を
し
て
行
き
ま

す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ご
結
婚　

平
成
30
年
10
月
20
日

　
　

市
川　

 

遼   

さ
ん

　
　
　
　
　

実
紗 

さ
ん
（
旧
姓  

武
田
）

　
　
　
　
　

  

（
更
埴
支
所　

技
師
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

の
「
き
の
こ
と
山
菜
の
炊
込
み
ご
飯

の
素
」
を
詰
め
合
わ
せ
た
『
き
の
こ

と
山
菜
お
こ
わ
セ
ッ
ト
（
２
〜
３
人

前
×
２
セ
ッ
ト
入
り
）』
も
12
月
１

日
か
ら
数
量
限
定
で
受
付
致
し
ま
す

の
で
、
御
問
合
せ
下
さ
い
。

　

各
詰
合
せ
セ
ッ
ト
は
、
事
前
に
ご

注
文
頂
き
ま
す
と
、
後
日
、
お
近
く

の
支
所
で
品
物
を
お
渡
し
す
る
こ
と

も
出
来
ま
す
。
ご
注
文
お
問
い
合
わ

せ
は
、
鬼
無
里
事
業
所
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ

：

０
２
６

－

２
５
６

－

２
２
３
３
）、

お
近
く
の
各
支
所
又
は
本
所
ま
で
お

願
い
致
し
ま
す
。

きのこと山菜おこわセット


